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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 雨天時、舗装上に水膜ができると、路面の視認性が低下し、さらに前の車の水跳ねによって走行環境が悪化
する。加えて、ハイドロプレーニング現象で路面とタイヤとの間のすべり抵抗が低下し、交通事故の危険性が
増すと言われている。そのため、高速道路やその他の主要道路では、舗装の表層に高空隙率で透水性の高いア
スファルト混合物を用いて雨水を浸透させ、舗装上に水膜が生じないようにしている。この舗装には、他にも
騒音低減効果などが期待でき、高機能舗装と呼ばれる。しかし、通常の舗装に比べて早期に損傷が生じること
があり、表層には高空隙率でも高い耐久性能を持つ混合物、その下の基層には上方から来る水に接しても耐久
性能が劣化しない混合物の使用が必要である。公共工事コストの縮減が強く求められる中で、それらの性能を
持つ混合物をどのように配合設計して施工すればよいかは、舗装工学における緊急の研究課題である。 
 高機能舗装では通常、表層に高粘度改質アスファルトをバインダーにした透水性混合物、基層には従来の舗
装と同様に粗粒度アスファルト混合物を用いている。既設舗装を高機能舗装化する場合には、工事費の節約の
ために表層のみを取り換えて基層はそのまま使用することが多い。本論文の著者は、高機能舗装の最も致命的
な損傷が、水に接する基層混合物の剥離に起因していることを、現場調査から明らかにするとともに、既設舗
装の基層の剥離抵抗性を評価する実用的な試験方法を開発し、そのまま高機能舗装の基層として使用可能かど
うかを判断する基準を初めて示している。また、基層がその基準を満たさない場合でも、表層の上部が高空隙
率で下部は密実となって高いすべり抵抗性と防水性とを持つ混合物を、１層の舗設で施工できる新しい工法を
開発し、その配合設計方法を明らかにしている。 
 さらに、表層の排水性混合物については、骨材飛散による損傷が多いことから、バインダーの骨材把握力を
評価する方法を検討し、曲げ試験による方法が適していることを明らかにしている。また、剥離抵抗性に優れ
ることから、新たに基層から高機能舗装を舗設する場合に、基層混合物として適していると考えられる砕石マ
スチックアスファルト混合物を、従来よりも低コストで施工するための配合設計方法を新たに提案している。 
 以上のとおり、本論文の著者は、耐久性能を低減することなく比較的低コストで施工できる高機能舗装混合
物の配合設計方法を提案することに成功している。これらの成果は高機能舗装の普及に役立つとともに、舗装
工学および建設材料学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授
与される資格があるものと認める。 
 
